「子どもを共に育む『親支援』プログラム」プロジェクト会議

第５回妊娠期乳幼児期部会　摘録案
１　日　時：平成２１年１１月９日（月）１０時～１２時
２　場　所：京都市子育て支援総合センターこどもみらい館　第２研修室 
３　参加者：（妊娠期乳幼児期部会）：飯吉部会長，稲葉，岩佐，黒崎，安藤（木村代理），谷口，中西，
前川，油谷，山内，平野，山路（加藤代理），山本
　　　　　 （全体統括部会）　 　 ：浅野，中村，長谷川
（五十音順・敬称略）
４　次　第: （１）｢親支援プログラム｣試行実施の結果報告について
（２）プログラム内容等の修正について
（３）来年度からの本格実施に向けて
（４）その他
　　　　　　　　  

１　「親支援プログラム」試行実施の結果報告について

　事務局から，５つの「学習プログラム」を各関係機関で試行実施していただいた結果をまとめ報告を行った，
⇒集計結果（別紙資料1～３参照）
　まとめ（別紙資料４参照）
部会長　　　　　 それでは，今の事務局からの結果報告について，ご質問，ご意見をいただきたい。
委員　　　　　　 市営保育所で子育て支援の拠点事業である子育て教室に組み込んで実施した（子育て教
室１クール６回を年２回）。保護者と向きあうのは慣れているが，テーマに基づいて話し合うことはなかったので勉強になった。ただ，ファシリテーターとしての力が課題である。
　　　　　　　　　保護者はテーマに沿って深く話し合うことは少なかったので参考になったという意見が
多かった。
委員　　　　　　　子どもたちが一緒にいる中で試行実施を行ったので，話し合いに集中できないというこ
ともあったが，テーマを絞り込んで話し合う事は有効的であった。保護者にも好評であっ
た。
部会長　　　　　  児童館では中学校の給食室を借りて離乳食を実施したが，保護者が求めているテーマだ
なあということを実感した。今まで気づかなかったことの気づきになりこのプログラムを
実施してみて，違う方向性を探ることができた。　
委員　　　　　　　自我のめばえと生活習慣が一緒のプログラムになっている。話が広がってしまうので広
げ過ぎないで別々のプログラムにした方が良い。
２　プログラムの内容等の修正について
　　　事務局から，活用しやすいプログラムへの改良に向け「支援者用手引き」を修正する。

⇒支援者用プログラム新旧対照表資料により説明
部会長　　　　　　事務局からの説明について，ご質問，ご意見をいただきたい。

親と保護者の文言を保護者に統一されたが，「親」と言う表現を大切にして，それに当てはまらない場合は親を保護者と読みかえた方が良いのではないか。
委員　　　　　　　乳幼児の保護者が親以外の方というのは少ないのではないのか。親の意識を高めると言
う事では親という表現のほうが良い。または，親（保護者）とするなど検討してみてはど
うか。
事務局　　　　　　ご意見を踏まえて検討したい。
委員　　　　　　　地域で活動されている方もサロン等で開催できる場を持って欲しい。専門職以外でも地
域で子育てを経験された方も支援者として参加できるようなプログラムにしていただきた
い。
事務局　　　　　　いつでもどこでも参加していただけるプログラムが理想。地域の先輩ママにも関わって

　　　　　　　　いただけるように検討したい。

委員　　　　　　　子育て世代に格差があるので，今の母親の子育て事情を伝えにくい。地域で子育てをと
言うことになれば，世代間のギャップを埋める手だてが必要である。
部会長　　　　　　児童館でもそのギャップを感じる。指導者のキャパシティの広さによってプログラムの
内容が違ってくる。そこが課題である。
委員　　　　　　　説明していただいて内容が大変分かりやすくなったが，支援者がパッと見て理解できる

ように表記していただきたい。
委員　　　　　　　この文章の中で，ここが大事という部分を太字にするか，ここがポイントと分かるよう
に表記するとより分かりやすい。丁寧にすればする程，文章量が増えることが考えられる。
事務局　　　　　　見やすさの観点からも精査していく。
部会長　　　　　　各プログラムの目的の最後の項目２つは，大事なことなので重複しているのですね。
事務局　　　　　　プログラムを抜きとってご使用になる場合があると考えすべてに表記した。まだ，完成品ではないので，これからもご意見を賜りたい。
　
３　来年度からの本格実施に向けて
       　⇒事務局から資料により説明
　　　　　　・支援者の養成，派遣は難しい。

・来年度，支援者説明会を実施したい。

・こどもみらい館では月１回か年１０回程度の実施をしたい。
・本格実施可能な場を照会，１１月末までに回答いただきたい。
　　　　　　　
委員　　　　　　　参加者の参加理由にテーマに興味をもったからというのが多かった。そこを踏まえて周知をすることが必要である。
委員　　　　　　　いろいろな所で試行実施をしていただきありがとうございました。私立幼稚園がゼロなので，今からでも試行実施をしていただけると嬉しいです。
委員　　　　　　　ネットワークの構築については，このプログラムの中での構築の事なのか，今までのネ
ットワークをより繋げていく事を考えているのか。
事務局　　　　　　当面は，今までのネットワークを活用できればと思っている。将来は，小学校区内のどこででも参加できる網の目のようなネットワークの構築を目指していきたい。
　　　　　　　　　
部会長　　　　　　児童館では専門職と言うところが弱いが，いろいろな分野の人達が１つのことに向けて
力を合わせて，ネットワークの構築を図っていきたい。
４　その他　
次回の部会は，日程調整させていただく。　
